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◇書 評◇ 

Steven F. Messner and Richard Rosenfeld, [1994] 2007, 
Crime and the American Dream, Fourth Edition,  

Belmont: Wadsworth. 
  

 
 

平 野 孝 典    

 

本
書
は
主
と
し
て
犯
罪
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

Ｆ
・
メ
ス
ナ
ー
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ド
に
よ
る
共
著
で
あ
る
。

本
書
は
索
引
を
含
め
て
一
五
〇
頁
と
小
著
で
あ
る
が
、
犯
罪
学
と
社
会
学
の
入

門
的
な
講
義
は
も
ち
ろ
ん
、
専
門
的
な
講
義
に
も
耐
え
う
る
よ
う
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。 

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

序
文 

第
一
章 

犯
罪
へ
と
組
織
さ
れ
た
社
会 

第
二
章 

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
―
―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
重
大
犯
罪 

第
三
章 

闇
夜
の
船
―
―
現
代
犯
罪
学
の
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ 

第
四
章 

文
化
、
制
度
的
構
造
、
そ
し
て
犯
罪 

第
五
章 

社
会
制
度
の
強
化
と
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
再
検
討 

著
者
の
主
張
は
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
犯
罪
の
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
と
水
準

は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
文
化
的
・
構
造
的
編
成
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
」

（
序
文
一
〇
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
社
会
現
象
の
原

因
を
文
化
と
社
会
構
造
の
両
面
か
ら
探
る
視
点
を
、
著
者
は
「
社
会
学
的
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
」（
序
文
九
頁
）
と
呼
ぶ
。
本
書
で
は
、
こ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ブ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
特
有
の
犯
罪
現
象
を
分
析
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ

る
。 で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
犯
罪
現
象
は
ど
の
よ
う
に
特
徴
的
な
の
だ
ろ
う
か
。
著

者
は
そ
れ
を
「
高
い
重
大
犯
罪
（s

e
r
i
o
u
s
 c
r
i
me

）
率
と
そ
の
形
式
、
さ
ら
に

犯
罪
へ
の
社
会
的
対
処
」（
十
九
頁
）
に
み
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
実
証
す
る
た

め
に
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
先
進
一
六
ヶ
国
を
対
象
に
殺
人
率
と
強
盗
率
の
国
際
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比
較
が
な
さ
れ
る
。
殺
人
率
を
み
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
値
（
人
口
十
万
人

当
た
り
五
・
九
件
）
は
第
二
位
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
人
口
十
万
人
当
た
り
二
・

六
件
）
の
二
倍
以
上
の
値
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
強
盗
率
（
人
口
十
万
人
当

た
り
一
四
五
・
九
件
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
‐
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
続

く
第
三
位
で
あ
っ
た
が
、
他
の
国
々
の
平
均
（
人
口
十
万
人
当
た
り
八
九
・
八

件
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
は
「
犯
罪
の
国
際
比
較
の
た
め

に
は
、
犯
罪
の
量
と
同
様
に
犯
罪
行
動
の
『
形
式
』
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
二
一
頁
）
と
述
べ
、
犯
罪
の
手
段
に
着
目
す
る
。
強
盗
統
計
に
戻
る
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
‐
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
強
盗
率
は
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
二
〇
七
・

四
件
と
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
高
い
が
、
強
盗
事
件
に
占
め
る
銃
器
の
使
用
率
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
‐
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
四
・
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
四

一
％
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
犯

罪
の
も
っ
と
も
特
徴
的
な
点
は
、
そ
の
無
規
制
的
で
危
険
な
性
格
で
あ
る
」（
二

一
頁
）
と
指
摘
す
る
。 

次
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
犯
罪
へ
の
対
応
す
な
わ
ち
「
刑
罰
」
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
そ
の
特
徴
は
「
拘
禁
（i

n
c
a
r
c
e
r
a
t
i
o
n

）
」
の
濫
用
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
。
二
〇
〇
二
年
に
ア
メ
リ
カ
に
は
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
七
〇
二
人
の
被
拘

禁
者
が
い
た
の
だ
が
、
そ
の
数
は
他
の
一
五
カ
国
の
拘
禁
率
よ
り
も
五
倍
か
ら

一
〇
倍
多
い
値
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会

の
犯
罪
現
象
の
特
徴
は
、
高
い
重
大
犯
罪
率
と
そ
の
手
段
の
無
規
制
的
で
危
険

な
性
格
、
さ
ら
に
非
常
に
高
い
拘
禁
率
に
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
社
会
の
犯
罪
現
象
の
特
徴
を
「
社
会
学
的
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
ィ
ブ
」
を
用
い
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
著
者
の
立
場
で
あ
る
。
そ
の

利
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
犯
罪
学
の
諸
理
論
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
著
者
は
犯
罪
に
対
す
る
説
明
方
法
と
し
て
、
犯
罪
行
動
の

原
因
を
、
社
会
化
の
程
度
や
、
生
物
学
的
な
特
性
、
そ
し
て
心
理
状
態
と
い
っ

た
個
人
的
要
因
に
み
る
個
人
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
犯
罪
率
や
犯
罪
の
パ
タ

ー
ン
の
違
い
の
原
因
を
社
会
シ
ス
テ
ム
（
も
し
く
は
文
化
や
社
会
構
造
な
ど
の

社
会
シ
ス
テ
ム
の
要
素
）
の
違
い
に
み
る
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
に

分
け
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
立
場
の
理
論
と
し
て
、
学
習
理
論
、
統
制
理
論
、

緊
張
理
論
を
あ
げ
、
後
者
の
立
場
と
し
て
サ
ザ
ラ
ン
ド
の
文
化
的
逸
脱
理
論
、

シ
ョ
ウ
と
マ
ッ
ケ
イ
に
よ
る
社
会
解
体
論
、
マ
ー
ト
ン
の
ア
ノ
ミ
ー
論
を
あ
げ

る
。
こ
こ
で
、
両
ア
プ
ロ
ー
チ
が
対
立
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
犯
罪
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
個
人
の

行
動
に
言
及
す
る
必
要
が
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
代
犯
罪
学
の

分
析
視
角
は
「
個
人
レ
ベ
ル
の
概
念
と
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
概
念
、
さ
ら
に
経
験

的
根
拠
と
が
結
び
つ
い
た
、
文
化
‐
学
習
、
解
体
‐
統
制
、
ア
ノ
ミ
ー
‐
緊
張

と
い
っ
た
『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
』
理
論
」（
五
〇
頁
）
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
文
化
‐
学
習
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
よ
れ
ば
「
犯
罪
率
は
犯
罪
に

親
和
的
な
下
位
文
化
の
強
さ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
」
（
五
一
頁
）
。
だ
が
、
そ
の

下
位
文
化
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
か
を
論
じ
て
い
な
い
点
が
不
十

分
で
あ
る
。
ま
た
、
解
体
‐
統
制
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
「
犯
罪
率
は
社
会
構

造
的
次
元
、
特
に
社
会
関
係
と
社
会
統
制
の
強
さ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
を

強
調
す
る
」
（
五
一
頁
）
。
し
か
し
、
社
会
構
造
に
着
目
す
る
あ
ま
り
、
文
化
と

い
う
次
元
を
完
全
に
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
点
が
不
十
分
な
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
は
ア
ノ
ミ
ー
‐
緊
張
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
、「
犯
罪
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現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
文
化
と
構
造
と
い
う
社
会
組
織
の
二
つ
の
次
元
を

統
合
す
る
」（
五
一
頁
）
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
著
者
の
依
拠
す
る
「
社
会

学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
」
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
代

表
的
論
者
で
あ
る
マ
ー
ト
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
高
い
犯
罪
率
の
原
因
を

「
文
化
が
成
功
と
い
う
目
標
を
過
剰
に
強
調
し
て
お
り
、
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
合
法
的
手
段
を
軽
視
し
て
い
る
」（
五
七
頁
）
こ
と
、
そ
し
て
「
成
功
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
機
会
の
分
配
が
人
々
の
間
で
不
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い

る
」（
五
八
頁
）
こ
と
の
二
つ
に
み
た
。
つ
ま
り
、
犯
罪
の
原
因
を
文
化
的
目
標

と
そ
の
手
段
と
の
間
の
緊
張
と
、
文
化
と
社
会
構
造
と
の
間
の
緊
張
に
み
た
の

で
あ
る
。 

だ
が
、
マ
ー
ト
ン
の
図
式
と
て
完
璧
で
は
な
い
。
彼
は
、
自
ら
の
理
論
か
ら
、

犯
罪
率
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
は
教
育
・
就
労
機
会
の
平
等
化
が
必
要
で
あ
る

と
の
政
策
提
言
を
導
き
出
し
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

こ
の
政
策
が
目
指
す
「
平
等
な
機
会
を
有
し
た
完
全
に
業
績
主
義
的
な
社
会
の

実
現
は
、
犯
罪
へ
の
文
化
的
圧
力
を
消
し
去
り
は
し
な
い
。
そ
れ
は
主
に
市
場

で
報
酬
を
得
る
能
力
や
技
術
を
有
し
て
い
な
い
別
の
個
人
に
圧
力
を
再
分
配
す

る
こ
と
に
な
る
」（
六
一
頁
）
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
十
分
な
解
決
策
を

提
示
し
た
原
因
は
、
社
会
構
造
を
、
文
化
的
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
機
会
の

分
配
を
司
る
階
層
シ
ス
テ
ム
と
し
て
概
念
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
社

会
構
造
の
機
能
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
気
づ
い
て
い
た
よ
う
に
「
あ
る
種
の

文
化
的
要
件
（c

u
l
t
u
r
a
l
 
i
m
p
e
r
a
t
i
v
e
s

）
を
制
限
し
、
文
化
的
要
件
が
そ
れ

以
外
の
も
の
を
支
配
し
た
り
、
破
壊
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
」
（
六
二
頁
）

機
能
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
の
文
化
を
制
限
す
る
役
割
こ
そ
が
、「
制
度
」
の

特
別
な
役
割
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ー
ト
ン
の
ア
ノ
ミ
ー
論
は
、
制

度
と
い
う
概
念
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
改
良
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

以
上
の
レ
ビ
ュ
ー
を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
独
自
の
分
析
を
展
開
す
る
。
ま
ず
、

著
者
は
ア
メ
リ
カ
社
会
の
「
文
化
」
を
「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
」
す
な
わ
ち

「
開
放
性
と
個
人
間
の
競
争
を
特
徴
と
す
る
社
会
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
成
員

に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
金
銭
的
成
功
へ
の
傾
倒
」（
六
八
頁
）
と
し
て
概
念
化
す

る
。
そ
し
て
こ
の
定
義
を
整
理
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
は
業
績
指
向
、

個
人
主
義
、
普
遍
主
義
、
物
質
主
義
と
い
う
要
素
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
個
人
主
義
は
、
自
分
以
外
は
競
争
相
手
と
い
う
見
方
を
人
々
に
植
え

つ
け
る
。
そ
し
て
業
績
指
向
と
物
質
主
義
が
結
び
つ
い
た
と
き
、
人
々
の
評
価

は
経
済
的
業
績
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
経
済
的
業
績
は
無
限
に
積
み
重
ね
る
こ

と
が
可
能
な
の
で
、
こ
の
競
争
に
終
わ
り
は
な
い
。
こ
の
悲
惨
な
状
況
に
追
い

討
ち
を
か
け
る
の
が
、
普
遍
主
義
で
あ
る
。
皆
が
成
功
す
る
可
能
性
を
有
し
て

い
る
と
い
う
意
味
で
の
普
遍
主
義
は
、
競
争
に
敗
れ
た
と
き
の
恐
怖
を
よ
り
一

層
掻
き
た
て
る
。
こ
の
恐
怖
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
人
々
は
経
済
的
成
功
を
求
め

る
競
争
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
要
素
が
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
は
「
文
化
的
目
標
の
実
現
を

非
常
に
強
調
す
る
一
方
で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
合
法
的
手
段
を
使
用
す

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
強
調
し
な
い
」
（
六
八
頁
）
の
で
あ
る
。

こ
の
手
段
へ
の
弱
い
規
制
は
、
先
に
み
た
ア
メ
リ
カ
に
特
有
の
犯
罪
現
象
の
一

因
で
あ
る
。
ま
と
め
る
と
、「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
は
犯
罪
へ
の
動
機
を
刺
激

す
る
一
方
で
、
弱
い
規
範
的
環
境
（
ア
ノ
ミ
ー
）
の
形
成
を
促
進
し
て
い
る
の
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で
あ
る
」
（
八
四
頁
）
。 

 

そ
し
て
著
者
は
社
会
構
造
を
成
員
の
再
生
産
を
司
る
家
族
、
成
員
の
社
会
化

を
司
る
教
育
、
集
合
的
目
標
の
達
成
を
司
る
政
治
、
環
境
へ
の
適
応
を
司
る
経

済
と
い
う
四
つ
の
制
度
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
概
念
化
す
る
。
こ
の
う
ち

非
経
済
制
度
は
規
範
の
内
面
化
、
さ
ら
に
は
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
人
々
を

統
制
す
る
が
、「
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、
経
済
制
度
は
他
の
制
度
よ
り
も
か
な
り

統
制
の
弱
い
制
度
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
」（
八
六
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
人
々

の
行
動
を
規
制
す
る
機
能
を
も
つ
の
は
非
経
済
制
度
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、「
制

度
間
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
組
織
は
経
済
制
度

の
著
し
い
優
越
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」
（
八
四
頁
）
。
こ
の
傾
向
は
「
建
国

以
来
」（
七
六
頁
）
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、

非
経
済
制
度
の
機
能
や
役
割
は
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
他
の
制
度

は
経
済
的
要
求
に
適
応
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
経
済
的
規
範
が
他
の
制
度
的
領
域

へ
浸
透
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
、
非
経
済
制
度
は
犯
罪
行
動
を
含
ん
だ
人
々

の
行
動
を
規
制
す
る
力
を
失
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
経
済
制
度
の
著
し
い
優
越
に
よ
り
、
非
経
済
制
度
は
、
ア
メ
リ

カ
ン
ド
リ
ー
ム
に
よ
っ
て
犯
罪
へ
と
動
機
づ
け
ら
れ
た
人
々
を
統
制
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
他
方
で
、
非
経
済
制
度
は
非
経
済
的
規
範
を
内
面
化
し
た

人
々
を
保
護
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
々
は
制
度

的
な
保
護
も
な
く
、
文
化
の
強
い
圧
力
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
政
府
の
刑
罰
政
策
に
も
影
響
を
与
え
る
。
文
化
の
水
準
で
は
、
政

府
に
よ
る
刑
罰
政
策
は
、
犯
罪
の
抑
制
と
い
う
目
的
を
非
常
に
重
視
す
る
一
方

で
、
そ
の
手
段
に
は
無
頓
着
な
も
の
と
な
る
。
他
方
、
構
造
の
水
準
で
は
、
政

治
・
家
族
制
度
が
弱
体
化
し
た
た
め
、
受
刑
者
や
社
会
復
帰
し
た
人
々
に
対
す

る
制
度
的
支
援
が
著
し
く
欠
け
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
社
会
復
帰
し
た
人
々

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
再
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は

文
化
の
圧
力
に
よ
り
強
く
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
犯
罪
が
減
少
す

る
こ
と
も
な
く
、
政
府
に
よ
る
「
無
規
制
的
で
危
険
な
性
格
」
を
有
す
る
刑
罰

政
策
も
よ
り
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
ア
ノ
ミ
ー
的
な
性
格
と
、
ア
メ

リ
カ
社
会
の
制
度
的
構
造
は
お
互
い
に
支
え
あ
い
、
再
強
化
さ
れ
て
い
る
」（
八

四
頁
）
。
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
と
い
う
文
化
的
エ
ー
ト
ス
と
経
済
制
度
の
著
し

い
優
越
と
い
う
制
度
的
構
造
と
の
相
互
作
用
が
、
ア
メ
リ
カ
に
特
有
の
犯
罪
現

象
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
が
著
者
の
理
論
的
枠
組
み
な
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
現
代
犯
罪
学
の
有
力

な
分
析
視
角
で
あ
る
レ
イ
ベ
リ
ン
グ
理
論
や
闘
争
理
論
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ

れ
は
、
著
者
が
、
レ
イ
ベ
リ
ン
グ
理
論
や
闘
争
理
論
は
「
あ
る
社
会
に
お
け
る

規
則
の
生
成
と
強
制
力
に
つ
い
て
は
よ
く
説
明
し
て
い
る
が
、
政
治
的
権
威
に

よ
っ
て
レ
イ
ベ
リ
ン
グ
さ
れ
た
り
犯
罪
と
さ
れ
た
り
す
る
行
為
の
原
因
に
つ
い

て
は
特
に
注
目
し
て
い
な
い
」
（
五
一
頁
）
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

こ
の
二
つ
の
分
析
視
角
は
、
本
書
の
目
的
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
に
特
徴
的
な
犯

罪
現
象
を
も
た
ら
す
「
原
因
」
の
探
求
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
著
者
は
み
な
し
た

の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
著
者
の
判
断
、
特
に
レ
イ
ベ
リ
ン
グ
理
論
の
軽
視
は
妥
当
な
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
レ
イ
ベ
リ
ン
グ
理
論
を
重
視
し
、
独
自
の
整

理
を
行
っ
た
大
村
英
昭
と
宝
月
誠
（
大
村
・
宝
月 

一
九
七
九
）
と
比
較
す
れ
ば
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よ
り
は
っ
き
り
す
る
。
ま
ず
、
大
村
と
宝
月
は
、
逸
脱
の
原
因
を
統
制
側
に
み

る
も
の
と
、
逸
脱
主
体
側
に
み
る
も
の
と
に
分
け
る
。
さ
ら
に
前
者
は
、
統
制

の
弛
緩
が
逸
脱
を
も
た
ら
す
と
す
る
社
会
解
体
論
と
、
統
制
の
強
化
が
逸
脱
を

導
く
と
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
犯
罪
論
や
闘
争
理
論
、
レ
イ
ベ
リ
ン
グ
理
論
と

に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
後
者
に
は
、
文
化
学
習
理
論
と
マ
ー
ト
ン
の
ア
ノ
ミ

ー
論
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、「
文
化
学
習
理
論
」
は
本
書
の
文
化
‐
学
習

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
同
じ
も
の
だ
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
大
村
・
宝
月
図
式

と
比
較
し
て
み
る
と
、「
統
制
強
化→

逸
脱
」
と
い
う
分
析
視
角
が
、
本
書
に
は

み
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
分
析
視
角
は
統
制
側
の
逸
脱
規
定
の
多
元

性
を
強
調
す
る
。
つ
ま
り
、
何
を
犯
罪
と
み
な
す
の
か
と
い
う
基
準
は
多
様
で

あ
り
、
統
制
側
内
部
の
葛
藤
に
よ
っ
て
そ
の
基
準
は
変
化
し
得
る
。
そ
し
て
こ

の
変
化
が
犯
罪
現
象
や
犯
罪
率
の
変
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。 

確
か
に
、
本
書
に
は
大
村
・
宝
月
の
よ
う
な
視
点
は
欠
け
て
い
る
が
、
そ
れ

は
必
ず
し
も
欠
点
で
は
な
い
。
第
一
に
、
こ
こ
三
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
の
殺
人
率

の
推
移
を
み
る
と
、
統
制
側
の
葛
藤
す
な
わ
ち
政
権
交
代
に
よ
っ
て
殺
人
率
は

さ
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
第
二
に
、
刑
罰
政
策
の
強
化
と
い
う
政
策
変
更
は

犯
罪
率
を
高
め
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
拘
禁
率
の
向
上
に
よ
っ
て
、
犯
罪
率
、

特
に
強
盗
率
は
減
少
し
て
い
る
と
い
う
の
が
著
者
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
著
者
の
判
断
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。 

一
方
で
、
本
書
の
分
析
視
角
は
、
統
制
側
の
要
因
を
軽
視
し
た
も
の
で
も
な

い
。
そ
れ
は
マ
ー
ト
ン
の
ア
ノ
ミ
ー
論
に
制
度
と
い
う
概
念
を
加
え
た
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
個
人
の
心
理
的
葛
藤
だ
け
で
な
く
、

各
制
度
間
の
葛
藤
を
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
こ
の
分
析
視

角
は
、
拘
禁
率
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
に
よ
る
刑
罰
政
策
の
変
化

を
も
捉
え
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
制
度
と
い
う
概
念
を
加
え

る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ー
ト
ン
の
ア
ノ
ミ
ー
論
の
適
用
範
囲
を
逸
脱
主
体
か
ら
統

制
側
に
ま
で
拡
大
し
た
点
に
、
本
書
の
貢
献
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

最
後
に
、
著
者
の
政
策
提
言
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
本
書
の
分
析
を
踏
ま
え

る
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
特
有
の
犯
罪
現
象
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
文
化

と
社
会
構
造
と
を
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
構
造
の
水
準
で
は
、
経

済
以
外
の
各
制
度
を
強
化
す
る
政
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
家
族
で
あ
れ
ば
、

夫
婦
が
と
も
に
役
割
を
共
有
す
る
こ
と
を
促
し
、
企
業
に
よ
る
育
児
支
援
の
充

実
を
促
す
よ
う
な
家
族
を
重
視
す
る
経
済
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。
教
育
で
あ
れ

ば
、
学
歴
を
地
位
達
成
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
学

習
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
の
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
政
策
が
必
要
で
あ
る
。
政
治

で
あ
れ
ば
、
矯
正
政
策
と
矯
正
制
度
の
改
革
や
、
刑
事
司
法
制
度
を
こ
え
た
よ

り
広
い
社
会
参
加
、
社
会
支
援
、
そ
し
て
社
会
的
統
制
が
可
能
な
制
度
設
計
が

求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
国
家
が
よ
り
強
く
人
々
の
生
活
保
障
に
乗
り
出
す
福

祉
政
策
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

文
化
の
水
準
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
長
所
で
あ
る
普
遍
主
義
を
促

進
す
る
一
方
で
、
金
銭
的
成
功
の
過
度
の
強
調
と
そ
の
手
段
の
無
規
制
さ
と
い

う
ア
ノ
ミ
ー
的
傾
向
と
、
極
端
な
個
人
主
義
は
抑
制
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
成
功
の
基
準
を
金
銭
以
外
に
置
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
育
児
や

教
育
、
学
習
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
奉
仕
す
る
こ
と
と
い
っ
た
社
会
的
役
割

も
個
人
を
評
価
す
る
基
準
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
構

造
の
改
革
と
文
化
の
改
革
と
が
な
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
は
成
熟
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し
た
社
会
と
な
る
の
で
あ
る
。 
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